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［Featured Charts］普通の人が起業家に変わる 

－地方発イノベーション・プログラム 5つの核心 
 

2026年 1月 15日 

株式会社野村総合研究所 

 

 

NRIイノベーション・プログラムは、既存の起業支援とは一線を画し、「ゼロから事業のアイデアを引き出

し、地域の普通の人たちが群れとして創造的起業家へと変容する」ことを目指している。 

 

下図「創業計画で問われること」で示されている 5 つの観点――IDEA（事業アイデア）、WANT（本人の情

熱・ウォンツ）、NEED（市場・顧客ニーズ）、CAN（実現可能性）、MONEY（収支計画）――は、イノベーショ

ン・プログラムの特徴のひとつで、現場で参加者に問い続けられる、ゼロイチの事業創出に不可欠な基軸

である。この 5つの観点が、起業家の創業案の成熟度を測る具体的な物差しとなる。これらは単なる設問

群ではなく、「なぜその事業をやるのか」「誰に何を提供するのか」「どこまでやれるか」「どのように持続

させるか」といった本質的な問いそのものであり、起業家の自己変革と現実適応力を促すための羅針盤で

ある。 

 

イノベーション・プログラムは、選抜型の支援や上から目線の評価ではなく、参加挑戦者自らが混沌のゼ

ロ段階からもがきながら主体的に事業を構想し、チームと共に実現に向け手を動かす場である。5 つの問

いすべてに納得できる答えを導き出すことは容易ではないが、そこに向き合い続ける営みこそが地域に創

造的起業家の母集団を着実に醸成する。その意味で「創業計画で問われること」は、夢想と現実の間を往

還し、社会を変える一歩を踏み出す原点とも言える。イノベーション・プログラムの本質は、この厳しく

も柔らかな問いが、参加者の中から本気のイノベーターを引き出す仕掛けにこそ宿るのである。 

 

 

創業計画で問われること――イノベーション・プログラム 

 

IDEA

MONEY

CAN

NEED

 新しいユーザーは誰？
 新しいユーザーがこのプロダクトを使ってみる理由は？
 ユーザーが使うのをためらう理由は？
 市場は大きい？

 その事業をあなたたちが他者
よりもうまくやれる理由は？

 既存のやり方とはどこが違う？

 どのようにして収益化するの？（ビジネスモデル）
 開業投資と収支計画は？
 資金調達（融資、投資、補助金等）はどうやるの？
 事業の出口（継続、売却、上場等）はどう考えている？

 なぜやりたいの？（動機）
 事業の目的（パーパス）と目標（ゴール）は？
 あなたたちがチームとして集まった理由は？

WANT

 一言でいうと何の事業？
 それって新しい？
 それって面白い？
 既存のプロダクトの違いを正確に言うと？
 どういう仕組みなのかもっと詳しく言うと？
 今まで他の人がこれを作らなかった（やらなかっ

た）理由は？
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イノベーション・プログラムの詳細 

未来創発センター研究レポート Vol.6 イノベーション・プログラムと共創型アドバイザー 

https://www.nri.com/jp/knowledge/report/20230704.html 

 

執筆者情報 

齊藤 義明 

未来創発センター 地域創生・環境研究室 

チーフエキスパート 

 

お問い合わせ先 

NRI 未来創発センター研究レポート担当 miraisouhatsu-report@nri.co.jp 


